
自己治癒補修材の開発



3.1 自己治癒補修材料

1. 自己治癒材料とは

2．自己治癒補修材料の適用事例(ひび割れ補修)

3．無収縮グラウト(モルタル)材料



戦略市場創造プランより

「自己修復材料などのインフラ長寿命化に貢献する新材料の研究
開発を推進する」と明記された。

1.1 はじめに

日本再興戦略(2013年6月14日)より

自己修復材料などの世界市場が30年に30兆円に達するとの
ロードマップも掲げている。
追い風を受けて、インフラの主要な建材であるコンクリートの自
己治癒能力へ関心が高まっている。



力学特性を始めとしたあらゆる性能が、初期値まで回復するものではない。
補修では、耐荷性の回復・向上は目的とせず、それ以外の耐久性や防水性な
どの機能を回復させることを期待している

1.4 機能回復のイメージ

セメント系材料の自己修復性の評価とその利用法研究専門委員会 報告書(JCI.2009)より



普通ポルトランドセメント

[1]膨張成分
(CSA系膨張材)
ひび割れの空間
を膨張により
閉塞させる

[2]膨潤成分(地盤系材料）
水と瞬時に反応し水の流出を遅らせる

防
水
材
料

[3]化学添加材
(炭酸基系)
安定、多量、大き
い結晶の生成

化学的反応膨張反応

膨潤反応

1.5 自己治癒材料の設計概念

【最大の特徴】：メリット
他に出ている材料はバクテリア等生物であるが、当該材料は無機系材料
⇒そのため、環境の影響(温度など)を受けにくく、安定性が高い



Self-healing Concrete

1.6 自己治癒コンクリート治癒状況



漏水
量

1.7 自己治癒性能の確認試験
(通水試験)

・再ひび割れに対する止水性能の評価方法
・0.2mm幅のひび割れを模擬したφ100×200 ㎜の円柱供試体を作製(自己治
癒成分の有無)
・通水量の経時的な変化から止水性を評価

供試体作製、割裂 ｽﾍﾟｰｻｰの設置 ﾊﾞﾝﾄﾞで再固定 通水量を確認



図- 通水試験結果
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自己治癒無収縮グラウト（成分有り） 無収縮グラウト(自己治癒成分無し)

1.8 自己治癒性能の確認試験
(通水試験)

・自己治癒成分を含んだ供試体においては，材齢が経過するにつれて通水量
が大きく低下する傾向を示した.

・再ひび割れを導入した際に発生した漏水量を100％とし，経過日数で最初の
漏水量からの変化(増減)を通水量変化率として表した．

自己治癒あり 自己治癒なし



2. 本日の議題

1．自己治癒材料とは

2．自己治癒補修材料の適用事例(ひび割れ補修)

3．無収縮グラウト(モルタル)材料



●施工方法●
ひび割れ部に沿って垂直にφ10mm程度、深さ50～80mm程度、間隔を50～100mmでド
リル削孔し、削孔内部に自己治癒材料を用いた補修材料を充填していき、最後にひび
割れ部を中心に、幅100mm程度に自己治癒材料を表面に塗布する。

2.4 自己治癒材での漏水補修方法



ひび割れ部より漏水の発生

2.5 ﾄﾝﾈﾙ天井部(地上)試験施工例
(2013. 02)





補修後 (1 日目)

補修後 (8 日後) 補修後 (28 日後)



2.6 高架橋での施工例

補修前 補修後



Repair  (2011/8/23)

2 days (2011/8/25)

7 days                                    (2011/9/1)

After 1month                          (2011/9/22)

After 2 months                     (2011/10/31)

After 3 months                      (2011/11/29)

After 5 months                      (2012/1/19)

2.7 高架橋のモニタリング結果



3. 本日の議題

1．自己治癒材料とは

2．自己治癒補修材料の適用事例(ひび割れ補修)

3．無収縮グラウト(モルタル)材料



3.1 無収縮グラウト(モルタル)材料
(PowerGrout)



日経コンストラクション 2020.05 日経XTECH 2020.03

3.2 無収縮グラウト(モルタル)材料
(PowerGrout)



3.6 建設物価への登録

建設物価 2020年12月版
無収縮モルタル材(ブランド品)



3.3 駐車場擁壁補修工事



3.4 沓座モルタルでの適用事例



3.5 PCa製品の継目材(床版取替)



ご清聴ありがとうございました


